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1 はじめに 

 中高等教育機関の競泳や陸上などの部活動で

は日々の練習を積み，タイム計測を行って種目

別タイムを計測することで，練習の成果を確か

めながら，選手の練習へのモチベーションを維

持している．部活動ではマネージャーが計測タ

イムをノートで管理することが多い．この方法

ではタイムを確認する時，マネージャーに聞く，

もしくはノートを確認しなければならないため，

ノートを他の人が借りていると確認できない，

必要なタイムを探すのに時間がかかってしまう

といった問題があった．これではタイムを確認

するという行為が練習に対するモチベーション

を上げるために行っているのにも関わらず，モ

チベーションを下げる原因になってしまう．ま

た，このような状況では，練習の成果を確認す

るためのタイムの活用が十分にできず，最終的

な成果を発揮する場である地区大会や全国大会

に向けて，あとどれくらい早いタイムが必要に

なるのかが判断しにくいという問題があり，

日々の練習時のタイムの目標を立てにくい原因

になっていた． 

 練習時の選手のモチベーションを維持するた

めにも，計測タイムのデータ活用を手軽に行え

るシステムが求められていた．このシステムは，

水泳ではプールサイド，陸上ではグラウンドで

も使用できなければならないため，持ち込みや

すく撤去もしやすい端末でないと練習の邪魔に

なってしまう．加えて，データ活用を活発にお

こない，選手のモチベーションを上げることを

支援するためにも，選手自身が使いたくなるよ

うなシステムを提供する必要がある．そのため，

生徒・学生の生活に溶け込んでいるスマートフ

ォンを活用するシステムを提案する． 

 本稿では，運動競技の中でも，特に水泳競技

の練習時におけるタイムデータの活用を行う

 
図１ 提案システムのシステム構成 

 

システムを提案する．提案システムは，過去の

大会の結果を，Infrastructure as a Service 

(IaaS) のクラウドに構築したソフトウェアの

ストップウォッチと連動させ，練習時のタイム

が過去の大会では何位になるかの予想順位と，

上位に追いつくのに必要なタイム差を表示する．

本稿では教育機関での活用方法の提案とシステ

ムの構成を示し，プロトタイプシステムの設計

と実装を示す． 

 

２ 提案 

 図１に提案システムの利用方法とシステムの

構成を示す．我々は既にセイコー社のスポーツ

タイマー CT-1000 を活用した高等専門学校の水

泳競技大会の運営支援システムを構築，運用し

ている[1]．このシステムはタイム計測設備の

ない教育機関のために，安価に導入できるスポ

ーツタイマー CT-1000 を会場へ搬入し，我々が

開発した PC で動作するシステムと連動させる

ことで，順位の出力，決勝組み合わせ，団体戦

の得点計算，各種の書類印刷を自動的におこな

うものである．本稿で提案するシステムへは，

上記の大会運営支援システムの大会記録を（プ

ライバシーを考慮して個人名を削除した後に）

CSV 形式でデータ入力できるようにした．  

PC用 大会運営支援システム 

（開発済み） 

過去大会の順位とタイム

のデータベース 

個人毎のトレーニング 

記録のデータベース 

ストップウォッチ 

とデータ表示機能 

大会記録を 

CSVで送信 

クラウドに構築した 

トレーニング支援 

システム 

教員のスマート

フォンまたは PC 

過去タイムとの比較 

生徒・学生のスマートフォン 

練習タイムと大会記録

との比較，データ活用 
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図２ スマートフォンで動作する 

トレーニング支援システムの画面 

 

本稿の提案システムでは，生徒・学生は自分

のスマートフォンを用いてクラウドに構築した

トレーニング支援システムにログインする．ロ

グイン後は HTML5 で動作するストップウォッ

チを用いて，練習中のタイムを計測し，過去の

大会での予想順位や上位とのタイム差を表示さ

せ，練習に活用することができる．個人の練習

時のタイムの履歴を記録するのにも利用できる．

教員やマネージャーは所属の同じ生徒・学生の

履歴を確認できるようにする．これにより，ト

レーニング時のタイムデータの活用と練習履歴

の保存をおこなえるようにする． 

 

３ 設計 

図２に画面設計を示す．システムにログイン

後，最上段のステータスバーに「ログインユー

ザ名」，「学校名」，「学年」が表示され，そ

の下に「比較したい過去の大会の名称」（年度，

地区・全国大会の別，などの情報を含む），

「比較したい種目名」が表示される．その下に

ストップウォッチ機能が表示される．Start ボ

タンを押すと計測を開始し，Stop ボタンを押し

て停止する．計測終了後に Result ボタンを押

すと，指定した大会の予選時のタイムデータと

比較し，過去大会での自分の予想順位が表示さ

れる．予選順位の右横に，予選を通過できる場

合は「予選通過」，通過できない場合は「予選

圏外」と表示する．過去の大会の予選全体での

予想順位を表示する他，予選全体での 1 位との

タイム差，一つ前の順位とのタイム差，一つ後

の順位とのタイム差，最もタイムの遅い予選通

過者とのタイム差を表示する．予選順位の下に，

決勝戦での予想順位も表示する． 

 

４ 実装 

 システムは IaaS 型のクラウドに構築した仮

想サーバで動作させる．表１に開発に用いたソ 

表１ 開発に用いたソフトウェア 
オペレーティングシステム Linux (CentOS 6.4) 

アプリケーションサーバ Apache Tomcat 7.0.50 

データベース管理システム MySQL Community Server 

5.6.15 

開発言語 Java Enterprise Edition 7 

ユーザインターフェース 

開発 

JQuery Mobile 1.4.0, 

HTML 5, JavaScript 

統合開発環境 Eclipse 4.3 Kepler 

 

フトウェアを示す．スマートフォンからシステ

ムへはウェブブラウザでアクセスする．アプリ

ケ ー シ ョ ン と デ ー タ ベ ー ス に は  Java 

Enterprise Edition と SQL を用いるデータベ

ース管理システムを採用した．スマートフォン

向けのユーザインターフェースを実現するため

に JQuery Mobile をライブラリとして用いた．

専用アプリケーションを用いず，HTML5 対応ブ

ラウザが搭載されている端末であれば，どれで

も動作するように開発した． 

 

５ 考察 

 今回作成したシステムは，ストップウォッチ

で計測したタイムを，指定した大会のデータと

比較することで，過去の大会での予想順位と決

勝進出に必要なタイム差などを知ることができ

るシステムであった．提案システムはチーム全

体での分析にはそのままでは利用できないが，

個人の登録情報を用いて，チームのメンバ全員

を対象としたタイムデータ管理システムに拡張

することも可能である．さらに同じ学校で同じ

種目のタイムの上位者の名前をタイムとともに

表示することにより，競争心を利用して選手の

モチベーションを上げることもできると考える． 

 

６ まとめ 

 本稿では水泳教育で選手のモチベーションを

維持するため計測タイムのデータ活用をするシ

ステムを提案した．本稿では選手のトレーニン

グを支援するためにクラウド上にシステムを構

築し，スマートフォンから手軽に利用できるシ

ステムを設計した．提案システムでは，過去の

大会データでの予想順位の表示ができることを

示した．最後に提案システムをチームでのデー

タ活用に利用することなどを考察した． 
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